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【目的】近年､薬物の過剰投与や副作用を抑制し､安全に､そして効果的に薬

物投与を行 うことを目的に ドラッグデ リバ リーシステム (DDS)の研究が活発に

行われている｡また､ジェミニ型界面活性剤は通常の活性剤よりも臨界ミセル濃

度(CMC)が非常に低く､医薬､化粧品､農業等の分野で大いに期待されている｡そ

こで本研究では､ジェミニ型界面活性剤であるdecanediyト1,10-bis(dimethyltetradecyl

ammoniumbromide)(14-10-14,2Br~)からなるミセルを薬物運搬体モデル､種々の〃-
アルキルベンゼンを疎水性薬物モデルとし､薬物に対するミセルの可溶化能につ

いて熱力学的に精査した｡

【方法】ジェミニ型界面活性剤 14-10-14,2Br~(synthesized)は三度の再結晶により
精製 したものを使用した｡被可溶化物としてベンゼン､ トルエン､エチルベンゼ

ン､nプ ロピルベンゼン､n-ブチルベンゼン(TokyoChemicalIndustry)､n-ペンチル

ベンゼン(Sigma-Aldrich)を用いた｡表面張力測定は DVS-2010(YTS社製)にて測定

した｡可溶化量測定は n-アルキルベンゼンの吸光度を Uv/VISSpectrophotometer

v530(JASCO)を用いて測定し､可溶化量を算出した｡その後､zetasizerNano-S

(MalvemInstrumentLtd.)で粒子径を測定した｡

【結果および考察】表面張力(カー活性剤濃度(C)曲線により､14-10-14,2Br~溶液
のCMCを算出した｡〟-アルキルベンゼンの可溶化に関しては､対応する一本鎖型

の活性剤よりも可溶化能が低いことが分かった｡これは 14-10-14,2Brのスペーサ

ー長が長いため､ミセル構造がルーズになっていることが推測される｡また可溶

化によりミセルサイズは増大した｡14-10-14,2Br~はその低 CMCから医療や化粧品

等様々な分野-の応用が期待できる｡


